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サポートベクターマシンによる
多次元非線形センサの出力推定

情報技術グループ 村上知里

１．サポートベクターマシンによる非線形センサの
出力推定法の提案

２．非線形センサの校正の簡易化

目 的  

内 容 

新規性・優位性  産業への展開・提案  

SVMは非線形センサの出力推定に有効で
あり、多変数（多次元）の出力値を持つ場合
にも対応することが可能です。 

① 各種非線形センサの出力推定法  
 

センサの出力推定では、校正時に取得した参照テーブルが利用されています。しかし、センサ特性
において非線形性が強い区間では膨大なテーブルを必要とするため、校正時の測定数も膨大にな
ります。そこで、非線形モデル化手法であるサポートベクターマシン（以下， ）を利用し、測定数
の削減による校正の簡易化を考えました。本研究では、特にテーブルの使用が困難になる多次元
非線形センサの出力推定について評価を行い、 の利用可能性について検討しました。

図 静電容量型変位センサの構成  
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表 センサのフルスケールに対する平均誤差率  
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 多次元非線形センサ（図 ）
個の平行平板コンデンサ（ 電極× 電極）を持っ

ています。センサ上部に変位が加わり電極の位置が
変化することで、静電容量が変化します。本研究で
は原理式から計算し、評価データを作成しました。

 評価方法（図 ）
•静電容量と変位のデータの一部を の教師デー
タとして学習を行いました。

•推定では、静電容量（ 変数）を入力することで、
変位（ 変数）を出力します。

•評価データは、学習に使用した教師データ（ 点）、
学習に使用していない非教師データ（ 点）です。

図 推定の流れ  

 結果（表 ）
非教師データ 点における平均誤差率は 以下
になりました。今回の評価データにおいて、 の補
間能力は有効であると考えています。
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酵素分解イオン液体法による
セルロース抽出の高効率化
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１ リグノセルロースからの
セルロース抽出方法を開発

２ 白色腐朽菌とイオン液体の
組み合わせによる高収率化を達成

目 的

内 容

新規性・優位性 産業への展開・提案
これまでイオン液体処理のみでは収率が
低かったリグノセルロースから高収率でセ
ルロースを抽出できる手法を開発しました。
本手法で用いた白色腐朽菌の中には食用
キノコ等も含まれるため、ほだぎ・廃菌床等
への適用も期待できます。

① リグノセルロースの糖化前処理技術
② ほだぎ・廃菌床等の有効活用

木材などのリグノセルロースは食物と競
合しないバイオエタノール原料として注目
されています。しかしリグノセルロース中
のセルロースはリグニンに覆われているた
め、適切な糖化前処理が必要です。本研究
では白色腐朽菌（キノコ）の酵素が持つリ
グニンの分解能力を利用し、イオン液体を
用いた場合の再生セルロースの収率の向上
を目指しました 図 。
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：リグニン ：セルロース ：ヘミセルロース

化学処理では分解が困難なリグニンを分解
させることができる白色腐朽菌（キノコ）にて木
材を腐朽させることにより、3種類いずれのイ
オン液体を用いた場合も再生セルロースの収
率が高くなることがわかりました（図2）。また3
種のイオン液体の中では１-エチル-３-メチルイ
ミダゾリウムアセテート（【C2mim】【OAc】）を用
いた場合が再生セルロースの収率が最も高く
なりました（図2）。

図 白色腐朽菌処理による再生セルロース収率の違い

特許出願中

図 酵素分解イオン液体法の概要


